平成２２年度（社）静岡県建築士会　第４回中部ブロック協議会議事録

開催日：平成２２年７月２３日（金）

時　間：１４：００～１７：００

場　所：建設業会館　４階会議室

議　　　　長：ブロック長　畑　禎之

議事録作成人：酒井　勝

出　 席 　者：

■ブロック長、副ブロック長

畑　禎之（榛原）、岡山　晋也（静岡）、松下　好宏（榛原）

■協議員

水上　茂樹（清水）、小野　信一（静岡）、佐野　芳正（志太）、石間　均（榛原）、

望月　廣道（清水）、池ヶ谷　紀行（清水）、遠藤　文久（静岡）、酒井　勝（志太）

■本会会長、本会副会長、理事、監事

朝比奈　清久（静岡）、長谷川　秀男（榛原）
＜議　事＞

1． ブロック長挨拶

2． 資料の確認

3． 議事録作成人の指名

4． 協議事項

1） 前回協議会議事録の確認

2） 志太支部の動きについて

◆志太支部長より現状と経過説明

・7月14日開催支部全体会に於ける意見交換の内容について

・支部の動向、新しい組織の立ち上げについて

・ブロック協議会との今後の関わり方について

・志太支部の今年度、次年度以降の運営について

　　　　　　　　　　　　　　　　　以上志太支部長より説明

· ブロック長・副ブロック長・ブロック協議員・本会役員からの確認事項

· 今年度事業の実施については、志太支部も役員・会員含め、協力願いたい

· 今年度事業については、今まで通り協力体制を維持します（志太）

· 志太支部は新組織立ち上げで決定しましたか

· 基本的にはそうなります（志太）

· 23年度は新組織に移行と思われるが、本会参加を継続する会員への引継ぎを

支部としてきちっとフォロー願いたい

· 設立準備会にて協議の上、対応していきます（志太）

· 来年度ブロックの事業・予算の組み立てについて、志太支部の新役員について

· 志太支部事業は基本的に、新組織にて実施していく、新役員については現状意向調査に於いて、本会に残る会員が極めて少ないと予想されるため、今後の検討となります（志太）

◆関連意見

· 今後の展開によると志太地区は成立しなくなるのでは

· 清水地区においても、退会者が出ている

· 中部ブロック内の組織の再検討（現支部が地区になることの）の必要があるのではないか

· 会員の維持を図り、魅力ある建築士会を目指す必要がある

· 志太支部全体会に於いて、情報の提供が一方的になっていないか

· そういう事実はありません（志太）

· 支部長のヒアリング時での総務会からの指摘事項についての訂正がされていないのではないか　変更内容の確認を受けていないのではないか
　　・　訂正はしたが、内容確認を受けてはいない　至急訂正内容を送ります

・　ブロックの役員は本会に残る会員から役員・委員を新規に選出願いたい

· 現支部長は役員を辞任してから、新しい組織をつくるべき　

3） 完全ブロック化による各支部の常設委員会事業の取り扱いについて

4） 各支部の特別委員会及び渉外について

　　◆静岡支部の地区運営方針　　　

・ 現状の組織・委員会は維持していく、事業についても継続していく予定

　但し23年度に於いて

· 支部財産は独自の事業に使用していく

· 現状の支部活動を今と同じレベルで進めていく

· ブロックの連絡体制は、現組織で対応する

· 地区の運営については、別添資料による

· 地区長・副地区長・委員等10名程度の役員にて運営していく
· 榛原支部の地区運営方針　　　

· 基本的な位置づけは、中部ブロックの体制の中での地区としての受け皿

· 委員会は現状の体制を維持

· 役員会・理事会は月1回開催、地区での委員会は開催しない

· 会員委員会は今まで通り

· 地区事業は継続事業のみとし、地区単独の事業は考えない、ブロック事業と

して行う

　　・ 必要経費としては800,000程度必要（概算要求額として）

◆清水支部の地区運営方針　　　

　　・ 今までの地区単独事業、継続事業は今後ブロック事業として考えていく

　　・ 現状の委員会を維持していく

· ブロック内通信費はブロック負担として、事務経費・会議費等で450,000程度必要

· 今まで通りの地区を維持していくためには、別途会費徴収もありえる（支部長）

· ブロックはブロック、地区は地区、会員同士の交流できる場所が欲しい

· ブロック事務局で全ブロック員へ連絡できる体制をとる

· 清水が考えている地区活動は、別組織としての活動となるのではないか

5． 平成23年度以降の中部ブロック組織について

◆ブロック長・副ブロック長より

・ ブロックより、事業のための地区会議費については、手当する方法を考える　　　　　　　　　　　
· 予算についてはブロックとして、各地区の意向を踏まえて要求していく

· 各地区の運営費・事業（継続）費については現状の経費を鑑みブロックとして、本会に要求していく

· 平成２３年度地区会として運営するための予算を算出していく

· 地区事業はブロック事業として考えていく

· 現在各地区にて進めている事業は、ブロック事業に移行する、その為の費用は

ブロックで負担していく

· 役所との契約事業は今まで通り、地区扱いとしたい（経理上可能か検討）
· ブロックで行う事業はブロックに還元すべき

· 今後ブロック内で協議していく

◆ブロック長・副ブロック長より

· 各地区で運営の仕方について練り直し願いたい

· 予算については各地区の要求を本会と交渉していく

· 来年度会員の減少を考えると運営は厳しくなるが、要求はしていく

· 各委員会の事業、渉外の事業については検討中

· 新しい地区の中身は従前の支部と考え、各支部の財産は支部で管理されたい

· 事務局はブロックに統一、スリム化を図る。これがブロック化の目的である

· 本会副会長より

· 公益法人化について

· 建築士会と同好会は区別したい

· 公益法人○○支部を名乗りたい

· 愛知県建築士会：7月11日事前申請、認定審査会が早々に開催される予定

· 11月頃をめどに静岡・愛知両建築士会の協議を持つ

· 平成23年2月までに事前申請提出したい

· 組織として公益法人化を目指したい

◆　ブロック長より

· 公益法人化について

説明資料を用意されたい

メリット、デメリットを明確にされたい

会員すべてが理解できる資料が欲しい

公益社団法人になれば、税の優遇性などのメリットがある（本会副会長）
地区の活動の自由度が減るのではないか

※次回中部ブロック協議会は８月２６日(木)14:00～　本会４階会議室

